
○
　
廃
団
地
・
柵
の
外
（
朝
） 

　
　
宮
本
桃
子
（
８
）
、
中
川
章
大
（
８
）
、
今
井 

　
　
心
（
８
）
、
吉
岡
冬
馬
（
８
）
、
道
路
の
反
対 

　
　
側
か
ら
、
柵
の
中
の
様
子
を
伺
っ
て
歩
い
て
い 

　
　
る
。 

章
大
「
誰
か
い
る
か
？
」 

桃
子
「
居
な
い…

と
思
う
」 

章
大
「
行
こ
う
」 

　
　
４
人
、
団
地
の
方
を
見
な
が
ら
小
走
り
で
道
路 

　
　
を
渡
っ
て
い
る
と
、
右
側
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
大 

　
　
き
な
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
る
。 

　
　
４
人
、
驚
い
て
駆
け
抜
け
る
。 

　
　
ト
ラ
ッ
ク
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。 

　
　
４
人
、
何
と
か
道
路
の
反
対
側
ま
で
渡
り
切
る
。 

　
　
ト
ラ
ッ
ク
、
運
転
席
の
窓
を
開
け
、 

運
転
手
「
何
し
て
ん
だ
よ
！
」 

　
　
遠
く
聞
こ
え
る
運
転
手
の
声
。 

　
　
ト
ラ
ッ
ク
、
走
り
去
っ
て
い
く
。 

　
　
４
人
、
再
び
小
走
り
で
走
り
、
団
地
の
角
の
方 

　
　
に
や
っ
て
来
る
。 

　
　
柵
の
下
の
方
に
は
、
穴
が
空
い
て
い
る
。 

　
　
４
人
、
周
り
の
気
に
し
な
が
ら
、 

冬
馬
「
行
こ
う
」 

　
　
章
大
、
桃
子
、
心
、
冬
馬
の
順
番
で
柵
の
中
に 

　
　
入
っ
て
行
く
。 

○
　
同
・
敷
地
内
（
朝
） 

　
　
４
人
、
周
り
を
気
に
し
な
が
ら
歩
い
て
行
き
、 

　
　
一
目
散
に
団
地
の
中
へ
入
っ
て
行
く
。 

○
　
同
・C

棟
・
１
階
（
朝
） 

　
　
４
人
、
小
走
り
で
入
っ
て
来
て
、
物
陰
に
隠
れ 

　
　
る
。 

　
　
章
大
と
冬
馬
、
外
に
人
が
居
な
い
こ
と
を
確
認 

　
　
し
、
物
陰
に
隠
れ
る
。 

　
　
４
人
、
ゆ
っ
く
り
と
振
り
返
る
と
、
階
段
の
下 

　
　
に
は
穴
が
あ
る
。 

　
　
穴
の
奥
は
真
っ
暗
で
、
中
は
何
も
見
え
な
い
。 

章
大
「
み
ん
な
、
懐
中
電
灯
は
持
っ
て
来
た
か
」 

　
　
４
人
、
カ
バ
ン
か
ら
懐
中
電
灯
を
出
す
。 
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心
、
一
人
だ
け
小
さ
な
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
い 

　
　
る
。 

冬
馬
「
お
い
、
心
。
お
前
の
小
さ
す
ぎ
る
だ
ろ
」 

心
　
「
（
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
）
ご
め
ん
。
こ
れ
し 

　
　
か
無
く
て
」 

　
　
桃
子
、
心
の
手
を
握
っ
て
、 

桃
子
「
い
い
じ
ゃ
ん
。
私
と
一
緒
に
行
こ
う
」 

心
　
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
」 

　
　
章
大
、
穴
に
近
づ
き
、 

章
大
「
（
３
人
に
）
い
い
か
？
」 

　
　
３
人
、
頷
い
て
い
る
。 

　
　
章
大
、
懐
中
電
灯
を
つ
け
、
中
に
入
る
。 

　
　
３
人
、
恐
る
恐
る
入
っ
て
行
く
。 

○
　
同
・
同
・
同
・
穴
の
中
（
朝
） 

　
　
あ
た
り
は
真
っ
暗
で
、
何
も
見
え
な
い
。 

　
　
４
人
が
懐
中
電
灯
で
光
を
当
て
て
い
る
と
こ
ろ 

　
　
だ
け
が
光
っ
て
い
る
が
、
前
方
は
光
を
当
て
て 

　
　
も
先
が
見
え
な
い
。 

章
大
「
は
ぐ
れ
る
な
よ
」 

　
　
冬
馬
、
章
大
の
服
を
掴
む
。 

　
　
桃
子
、
章
大
の
服
を
掴
む
。 

　
　
心
、
桃
子
の
腕
を
掴
ん
で
い
る
。 

心
　
「
何
も
見
え
な
い…

」 

　
　
章
大
、
ど
ん
ど
ん
と
進
ん
で
い
く
。 

桃
子
「
ね
ぇ
、
何
も
無
い
じ
ゃ
ん
。
帰
っ
た
ほ
う
が 

　
　
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

冬
馬
「
大
丈
夫
だ
っ
て
」 

　
　
章
大
、
黙
々
と
進
ん
で
行
く
。 

　
　
す
る
と
、
前
方
に
光
が
見
え
る
。 

章
大
「
ほ
ら
、
光
だ
」 

　
　
４
人
、
横
並
び
に
な
っ
て
光
の
方
を
見
る
。 

心
　
「
怖
い…

」 

章
大
「
大
丈
夫
だ
っ
て
」 

　
　
歩
き
出
す
。 

　
　
冬
馬
、
翔
太
に
つ
い
て
行
く
。 

　
　
桃
子
、
冬
馬
に
つ
い
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
心 

　
　
に
腕
を
引
っ
張
ら
れ
て
止
め
ら
れ
る
。 

桃
子
「
大
丈
夫
だ
っ
て
」 
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桃
子
、
心
を
引
っ
張
っ
て
歩
い
て
行
く
。 

　
　
章
大
と
冬
馬
、
光
の
向
こ
う
へ
消
え
て
行
く
。 

　
　
心
、
桃
子
の
腕
を
掴
ん
で
引
っ
張
る
。 

　
　
桃
子
、
心
の
手
を
振
り
払
う
。 

心
　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」 

桃
子
「
先
に
行
く
よ
」 

　
　
光
の
向
こ
う
へ
消
え
て
行
く
。 

　
　
心
、
モ
ジ
モ
ジ
し
て
、 

心
　
「
も
ー
う
」 

　
　
光
の
方
へ
走
っ
て
行
く
。 

心
　
「
待
っ
て
よ
」 

○
　
光
の
向
こ
う 

　
　
章
大
、
冬
馬
、
桃
子
、
穴
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

　
　
心
、
穴
か
ら
出
て
く
る
。 

心
　
「
待
っ
て
よ
」 

　
　
心
の
目
の
前
に
は
、
と
て
も
流
れ
の
速
い
、
大 

　
　
幅
の
川
が
流
れ
て
い
る
。 

　
　
近
く
の
、
赤
く
光
る
塔
で
は
、
『
ピ
ッ
ピ
ッ…

』 

　
　
と
一
定
の
リ
ズ
ム
で
音
が
鳴
り
続
け
て
い
る
。 

心
　
「
何
な
の
？
　
こ
れ
！
」 

　
　
他
の
３
人
を
見
る
が
、
３
人
、
川
を
眺
め
続
け 

　
　
て
い
る
。 

心
　
「
ち
ょ
っ
と
、
み
ん
な
ど
う
し
た
の
？
」 

　
　
章
大
、
川
に
近
づ
い
て
行
く
。 

　
　
心
、
章
大
の
腕
を
掴
ん
で
、 

心
　
「
危
な
い
よ
！
」 

章
大
「
（
川
だ
け
を
見
な
が
ら
）
大
丈
夫
だ
よ
。 

　
　
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
綺
麗
な
川
じ
ゃ
ん
か
」 

　
　
冬
馬
、
桃
子
、
川
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
く
。 

心
　
「
待
っ
て
！
」 

　
　
章
大
、
冬
馬
、
桃
子
、
の
服
を
掴
ん
で
、
川
の 

　
　
方
へ
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

心
　
「
み
ん
な
、
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
」 

○
　
廃
団
地
・
柵
の
外 

　
　
ト
ラ
ッ
ク
、
道
路
の
真
ん
中
に
止
ま
っ
て
い
る
。 

　
　
周
り
に
は
、
数
台
の
パ
ト
カ
ー
と
警
察
。 

○
　
△
△
市
民
病
院
・
手
術
室
・
前 
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数
人
の
大
人
、
部
屋
の
前
で
待
機
し
て
お
り
、 

　
　
深
刻
な
表
情
を
し
て
い
る
。 

　
　
手
術
中
の
ラ
ン
プ
、
赤
く
点
灯
し
て
い
る
。 

○
　
光
の
向
こ
う 

　
　
章
大
、
冬
馬
、
桃
子
、
川
に
向
か
っ
て
歩
い
て 

　
　
行
こ
う
と
し
て
い
る
。 

　
　
心
、
３
人
の
服
を
引
っ
張
っ
て
、 

心
　
「
待
っ
て
よ
！
　
危
な
い
っ
て
！
」 

　
　
３
人
、
心
を
引
き
ず
っ
て
歩
き
始
め
る
。 

　
　
心
、
全
力
で
３
人
を
引
っ
張
る
が
、
力
負
け
し 

　
　
て
い
る
。 

女
性A

の
声
「
章
大
、
お
願
い
、
帰
っ
て
来
て
」 

男
性A

の
声
「
章
大
、
頑
張
っ
て
く
れ
」 

　
　
章
大
、
立
ち
止
ま
る
。 

男
性B

の
声
「
冬
馬
、
頑
張
れ
。
頼
む…

」
　
　 

　
　
冬
馬
、
立
ち
止
ま
る
。 

女
性C

の
声
「
桃
子
、
戻
っ
て
来
て
」 

男
性C

の
声
「
桃
子
、
桃
子…

」 

　
　
桃
子
、
立
ち
止
ま
る
。 

　
　
心
、
３
人
の
前
に
立
ち
、 

心
　
「
ど
う
し
た
の
？
」 

章
大
「
声
が
聞
こ
え
る
」 

冬
馬
「
僕
も
」 

桃
子
「
私
も
」 

心
　
「
え
っ
？
　
声
？
」 

章
大
「
戻
ら
な
い
と
」 

　
　
穴
の
中
へ
戻
っ
て
行
く
。 

冬
馬
と
桃
子
「
戻
ら
な
い
と
」 

　
　
穴
の
中
へ
と
戻
っ
て
行
く
。 

　
　
心
、
一
人
で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。 

心
　
「
み
ん
な
ど
う
し
た
の
？
」 

　
　
一
歩
、
穴
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
後
退
す
る
と
、 

　
　
足
を
踏
み
外
し
、 

心
　
「
う
わ
っ
！
」 

　
　
川
に
落
ち
て
し
ま
う
。 

　
　
心
、
ど
ん
ど
ん
と
川
に
流
さ
れ
て
行
く
。 

　
　
赤
く
光
る
塔
、
『
ピ
ー
』
と
音
を
鳴
ら
し
、
赤 

　
　
い
光
は
ゆ
っ
く
り
と
消
え
て
い
く
。
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